
本市では、コミュニティ･スクールの取組を進めるため、学校における 8 つの重点項目を設定していま

す。各学校の取組状況を調査しましたので、その結果を含め今後の課題についてまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1(1) 新型コロナ感染拡大下、各校ともに工夫しながら進めており、取 

組数や来校者数も昨年に比べ増加しています。５月にも予想される 

感染症の新たな対応方針に沿いながら、地域の大人の学び・交流の 

場としての学校の役割を果たしていくことが求められます。 

1(2) 協働の核となる地域学校協働活動推進員、推進組織である社会教育推進委員会の取組が進み、協働

活動が深まる地域が増えてきました。推進員との日常的な協議を進めていきましょう。 

1(3) 地域貢献意識の育成に向け、小学校での総合的な学習を核とした地域教材を活用した学習が充実し

てきました。今後はそれに続く中学校での地域学習の充実が求められます。連携カリキュラムに明確

に位置付けて、小中学校で一貫した地域学習を計画的・持続的に進める必要があります。 

1(4) 小中学校の連携のみならず、高校生、大学生など幅広い若者との連携協働は、地域活動を活性化し

ていくうえでも重要な課題です。中高の生徒会同士の連携や地域の卒業生としての若者を巻き込む活

動を学校や地域で工夫していくことが求められます。 

1(5) 「学校を核とした地域づくり」は今後の地域における社会教育の大変重要な課題です。各地域にお

ける地域学校協働活動を核として学校教育と社会教育の一層の連携・協働を図っていかなければなり

ません。教職員の地域貢献の在り方（日々の授業における地域学習の充実）の理解浸透も重要です。 

2(1) 本年度、全ての小中学校で児童生徒が学運協へ参加し、委員との熟議を行いました。熟議したこと

の実現を進めるとともに、より多くの児童生徒の参加を工夫していくことが次の課題です。 

2(2) 若い世代の参画、女性比率の増加など、より多様な委員の参画を図り、学運協の活性化を図ってい

くことが大切です。持続可能な組織運営のためにも、人材育成も継続的に進める必要があります。 

3(1) 学校ホームページでの情報発信が充実してきました（特に小学校）。コロナ感染症への対応の変更

を見据え、参観日や協働活動の実施など直接的な情報発信にも一層力を入れ、保護者や地域住民への

協働活動参画意識の高揚を図ることが求められます。       

コミュニティ･スクールの取組を進める 8 つの重点項目の取組状況調査から 

コミュニティ・スクールに関する活動情報をお寄せください。本課ウェブページ更新に活用します。 
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